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３ 事例報告（Ｂグループ） 

 
『より良い人間関係の構築のために』 

                   
（１）事例対象生徒 

  
 ・学科  産業科  
 ・障害名、併せ持つ障害及び疾病…自閉症、精神発達遅滞 
  
（２）対象生徒の環境 

 

・家庭環境 
 祖父、父、母、弟の５人家族 

 
（３）対象生徒の実態 

 

  ① 基本的生活習慣 

 
   ・身辺処理全般については自分で行うことができるが、丁寧さに欠ける部分があるため、職員

の確認が必要である。 
   ・整理整頓をすることが定着しておらず、物を分類して収納することが難しい。 
 
  ② 社会性 

 
   ・人との関わりを好んでいるが、周りの人と馴染むことが難しい。 

・自分の思っていることを直接伝え、相手を傷つけてしまうことがある。 
   ・人が話をしている時に自分の興味がある話題になると、割り込んで話し始めることがある。 
   ・場面に応じた言葉遣いで話すことが難しいことがある。 
   ・自分自身を過大評価しており、自分の非を認めることが難しい。 
 
（４）保護者との連携(家庭での様子、保護者の意向) 

 

   ・保護者と吹奏楽という共通の趣味を通して、よく会話をすることがある。 
   ・将来に向けて自立して生活する力を身に付けてほしい。 
   ・焦ってくると相手の気持ちを考えた発言が難しいことがあるため、考えて発言をできるよう

になってほしい。 
 
（５）課題の設定及び指導仮説 

 
① 実態の整理 

 
  ・自分の思いをそのまま相手に伝えてしまい、相手を傷つけてしまうことがある。 
  ・人との関わりを好んでいるが、周りの人と馴染むことが難しいことがある。 
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  ・場の状況に応じた、言葉遣いをすることが難しい。 
 
  ② 課題の設定 

 
以上の実態から今養版マトリックスの指導観点「コミュニケーション」、指導の柱「相手を受

け入れ、自らそこに参加する」より「相手の立場や考え方を理解して受け入れ、関わることが

できる力を育てる」ことを方針とし、下記の課題を設定することにした。 
「より良い人間関係の構築のために」 

     
 
  ③ 指導仮説 

 
本生徒は、人との関わりで自分の思っていることを直接伝え、相手を傷つけてしまうことが

ある。また相手の感情を理解することが難しく、自分の気持ちをうまく言葉にして伝えること

が難しい。本生徒も中学校時代より人との関わり方について悩みを抱いていた経緯があり、発

言の仕方やコミュニケーションの取り方について改善したいと意欲的である。 
現在、不適切な言葉遣いや発言が見られたときには、その都度、場に合った言葉遣いや発言

を指導しているが、継続することが難しい。そのため、ソーシャルスキルトレーニングを取り

入れて、周りの人はどのような考えを持っているのか、また、自分の発言によって相手がどの

ように感じたかを知ることによって、適切なコミュニケーションの取り方を学び、より良い人

間関係が構築できると考える。 
 
（６）指導内容及び方法 

 
  ① 自分の特性を知る。 

 

・ワークシートに取り組み、自分にはどのような特性があるのか理解を深める。 

・学担、室担、周りの友達に自分はどのように見られているのか意見を聞き入れ、客観的に理

解する。 
 

  ② 場面を作って学習する。 

 
   ・定期的に時間を設け、生徒を数名集め、学習会を実施する。実際の場面を想定し、ロールプ

レイやコミック会話を用いてコミュニケーションの取り方を学ぶ。 
   ・学習会の中で学んだことを日々の生活の中で活かしていくよう指導する。 
   ・学習会で活かせたことを発表し、みんなで賞賛し、今後も継続するよう伝えていく。 
 
（７）指導経過 

 

  ① 自分の特性を知る。 

 
   ・７月２日に第１回目の学習会を行った。この日のテーマは「自分や周りの人を知ろう！」と

いうことで偏愛マップ（図１）を活用し、自分の特性の理解を深めた。偏愛マップとは１枚

の紙に自分の興味・関心のあることを書いてまとめたもので、自分の性質などが一目で分か

るものである。これを活用することによって、自分にはどのような特性があるのか、また他
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の人とはどのような共通点があるのかを知ることができる。職員の偏愛マップを見本に本生

徒は自分のことを適切に分析し、アピールしたいことを多様に書くことができていた。その

後、３分程度で偏愛マップを用いて自己紹介を行ったが、自分の興味・関心のあることを一

方的に知ってほしいという気持ちが強くあり、周りの反応を気にすることなく自分本位に話

してしまう様子が見られた。最後に自分の特性を理解した上で、周りの人の目には自分の姿

はどのように写っているのか、周りの人に答えてもらうワークシートを配布した。（図２） 
 
② 場面を作って学習する。 

 
   ・７月１４日に第２回目の学習会を行った。場面に応じた言語的コミュニケーションスキルで

寄宿舎生活で「こんな時はどうする？」というテーマでロールプレイを行った。最初はこち

らが提示した内容を理解することに時間を要したが、内容を噛み砕き説明すると、ロールプ

レイにならずに一方的な発言が見られた。（図３） 
   ・８月２０日に第３回目の学習会を行った。内容はコミック会話を活用し、絵を見てどのよう

な場面であるか、またどのように返答したら良いのか吹き出しにコメントを記入させた。本

生徒はイラストを見てその時の人の気持ちや現状を読み取ることはできたが、自分の思うま

まに発言したり、口調が厳しいところがあり、コミュニケーションスキルを考えたときにや

や課題が残った。 
   ・９月１７日に第４回目の学習会を行った。表情から感情を読み取るというテーマであった。

無表情、微笑、笑顔、不機嫌、怒り、困惑、不安、泣くの表情の写真を見せ、どんな感情を

持っているかを答えた。また、顔と表情の気持ちというプリントの記入を行った。本生徒の

様子として、顔の表情から気持ちを読み取ることはできるが、「空気を読むことが難しい」と

の発言があった。自分が発言した後に、相手の表情が変わるので「まずいことを言ってしま

った。」と思ってしまうと言っていた。 
     上記のことから、本生徒は絵や写真を見て状況を考えたり、適切な返答を発言することは

できるが、実際の場面では自分の思ったことをすぐ口に出したり、その場の雰囲気を読み取

ることが難しいということが分かった。今後の学習会は４回設定されているが、実際の日常

生活でよく見られる場面を想定した、ロールプレイなどを行っていきたいと考える。 
   ・１０月３０日に第５回目の学習会を行った。あったか言葉とチクチク言葉について、ＫＪ法

を用いてそれぞれあげてもらった。時間はかかったが、あったか言葉は「ありがとう」「頑張

れ」チクチク言葉は「うぜぇ」「嫌い」などと記入し、それぞれ５、６個あげることができた。

自分はあったか言葉とチクチク言葉どちらを使うことが多い？という質問に対し、チクチク

言葉と答えた。また、言葉はあったか言葉でも言葉遣いが悪かったり、厳しい口調になると

チクチク言葉になってしまうことを伝えると、言葉遣いを直したいという発言があった。（図

４、図５） 
   ・１１月１２日に第６回目の学習会を行った。「きっかけことばを上手に使おう」をテーマにロ

ールプレイを行った。ペアになり行ったが、基本的な相手とのやりとりはできていた。ロー

ルプレイの内容で体調不良の生徒が先生に早退することを伝えるという場面があり、本生徒

は先生役をしたが、「お大事に。」という言葉が出てこなかった。体調の悪い人を気遣う「お

大事に。」という言葉を言ってあげられると、思いやりの気持ちがある人だと思われることな

どアドバイスすると、納得して聞いていた。（図６） 
   ・１２月１１日に第７回目の学習会を行った。友達とケンカをしてしまった時にどのタイミン

グで謝ったら良いのか、それは謝る必要があるのか、ペアになってロールプレイをしている。

本生徒は謝らなければならない場面と謝る必要はない場面を的確に分析して記入していた。

ペアでの話し合いで違う意見になると相手を気遣いながらも自分の意見を主張したり、同調
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したりする様子が見られ良い雰囲気だった。また、怒りの表現方法についても良い方法と良

くない方法を自分なりに考え、答えている。自分がうまくいかないと感じるところは友人関

係だと話すが、悩みや怒りを溜め込まないためには好きなことをして気持ちを切り替えたり、

誰かに話を聞いてもらうと答えられた。（図７、図８） 
   ・１月２１日に第８回目の学習会を行った。学習会のまとめの時間になる。これまで自分の課

題や言葉の使い方、場面に応じたコミュニケーションの使い分けなどについて学習してきた

が、実際に課題に直面したときに相談できる人はいるのか、相談できる人とはどういう人な

のか、信頼関係とはどういうものか話し合っている。本生徒は自分の課題をよく理解するま

でに至り、相談できる相手もたくさん挙げることができた。また信頼できる人とは「きちん

と話を聞いてくれる人」「口が堅い人」などと記入し、職員が話す信頼関係を築く方法を納得

して聞いていた。卒業後、何か問題が起こったときに相談できる相手がたくさんいると助か

ること、相談ができる信頼関係を築くためにはコミュニケーションの中から得る人間関係が

大切だということ話している。これまで学習してきた良好な人間関係を築く方法を忘れず、

時折、学習のプリントやノートを見返して振り返る時間を作るようにと話して終了した。（図

９） 
 
（８）結果及び考察 

 

① 自分の特性を知る。 

   

・偏愛マップを用いて自己紹介を行うことや、周りから見た自分というワークシートを使うこ

とよって自分の長所や短所を再確認し、自己理解を深めることができた。 
 
②場面を作って、学習をする。 

   
・定期的に時間を設け、学習会を行ってきた。コミック会話や相手の表情を見て、相手の気持

ちを考えるなどといった、視覚的な情報を読み取り答えることは適切な回答をすることがで

きた。実際の場面を想定したロールプレイでは最初は恥ずかしがっていたが、回数を重ねて

いくうちに、その場に合った適切な会話や態度をとることができるようになった。勉強会で

学んだことを日々の生活の中で生かすよう指導を行ってきた。友達との関わりの中で気を付

けようとする場面も見られたが、その場の雰囲気や気持ちが高揚した時に、その場に適さな

い発言が見られた。 
 

今回の事例研究は、本生徒が人とのコミュニケーションの取り方に課題を抱えていることから、

「自己理解」「コミュニケーション」の２点に絞り、より良い人間関係の構築のための指導を行っ

てきた。自己理解では自分の長所やアピールポイントを再確認することができ、本生徒の自己肯

定感につながったと感じる。また他者から受けた評価を受け入れることで、課題解決に向けて取

り組む姿勢が見受けられ、今回の学習会へ意欲的に参加する様子も見られた。学習会の中では主

にロールプレイやコミック会話を用いて学習を進めてきた。学習会の中では適切な関わり方をす

ることができても、実際の生活の中ではその場に適さない発言が見られることもあった。しかし、

事例研究を始めた当初よりも相手の気持ちを考えた言動は増えてきている。今回の学習で学んだ

知識を生かして、今後も日々の生活の中で活かしていけるような指導を行っていく。
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